
平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道

︱
大
宰
府
機
構
の
動
揺
と
在
地
社
会
か
ら
み
た
︱

吉

岡

直

人

は
じ
め
に

令
制
下
の
西
海
道
に
置
か
れ
た
大
宰
府
が
︑
西
海
道
九
国
三
島
を
総
管
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒
西
海
道
諸
国
の
調
庸
物
は
大
宰
府
に
納
入
さ
れ
て
運

用
さ
れ
る
ほ
か
︑
年
料
の
京
進
物
も
大
宰
府
を
介
し
て
貢
納
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
︑
大
宰
府
と
西
海
道
諸
国
と
の
統
括
関
係
に
関
す
る
基
礎
的
事
項
に
つ

い
て
は
︑
共
通
認
識
が
得
ら
れ
て
い
る(

)

︒
1

さ
ら
に
大
宰
府
に
よ
る
西
海
道
支
配
の
時
期
的
変
遷
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
ん

で
い
る
︒
北
條
秀
樹
氏
は
︑
九
世
紀
の
大
宰
府
と
西
海
道
諸
国
の
統
括
関
係
に
つ

い
て
︑
西
海
道
諸
国
の
公
文
勘
会
に
注
目
し
た
︒
西
海
道
諸
国
の
公
文
勘
会
は
︑

大
宰
府
と
中
央
の
二
段
階
で
行
わ
れ
︑
八
世
紀
段
階
で
は
︑
中
央
で
の
勘
会
は
府

が
管
内
諸
国
の
公
文
弁
申
を
代
行
し
て
い
た
が
︑
天
長
年
間
以
降
︑
大
宰
府
の
財

政
を
支
え
る
六
国
︵
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
豊
前
・
豊
後
︶
は
︑
国
雑
掌
を

上
京
さ
せ
直
接
弁
申
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
に
な
る
︒
北
條
氏
は
︑
管
下
六
国
が

中
央
で
直
接
弁
申
で
き
る
道
が
拓
か
れ
た
こ
と
は
︑
大
宰
府
の
管
国
総
管
の
立
場

を
揺
る
が
し
た
と
評
価
し
た(

)

︒
2

一
方
︑
佐
々
木
恵
介
氏
は
︑
大
宰
府
と
西
海
道
諸
国
の
関
係
性
の
推
移
を
以
下

の
三
つ
の
時
期
に
分
け
た
︒
①
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
前
半
ま
で
は
︑
中
央
政
府
が

西
海
道
諸
国
に
対
し
て
直
接
的
な
統
制
・
監
督
を
行
っ
て
お
り
︑
大
宰
府
の
支
配

は
強
く
規
制
さ
れ
て
い
た
時
期
︒
②
九
世
紀
中
葉
か
ら
十
世
紀
前
半
は
︑
中
央
が

大
宰
府
に
管
内
諸
国
の
政
を
委
任
す
る
体
制
へ
の
移
行
期
︒
③
十
世
紀
末
か
ら
十

一
世
紀
初
頭
は
︑
大
宰
府
の
管
内
に
対
す
る
直
接
的
支
配
の
展
開
が
表
面
化
す
る

時
期
︒
こ
の
う
ち
大
宰
府
機
構
の
変
質
︑
管
内
支
配
の
強
化
と
い
う
点
で
佐
々
木

氏
が
重
視
し
た
の
が
︑
②
の
九
世
紀
中
葉
か
ら
十
世
紀
の
前
半
の
時
期
で
あ
る
︒

佐
々
木
氏
は
︑
西
海
道
の
調
庸
制
︑
公
文
勘
会
お
よ
び
大
宰
府
官
人
の
給
与
に
も

な
る
府
官
公
廨
に
注
目
し
︑
制
度
の
変
遷
と
大
宰
府
の
関
与
の
あ
り
方
か
ら
結
論

を
導
い
た(

)

︒
佐
々
木
氏
の
論
は
︑
大
宰
府
官
長
の
受
領
化
の
過
程
と
し
て
捉
え
ら

3

れ
︑
現
在
︑
通
説
的
地
位
を
占
め
て
お
り
説
得
的
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
佐
々
木
氏
は
制
度
の
変
遷
に
注
目
し
た
た
め
に
︑
富
豪
層
の
成
長
や

そ
れ
に
伴
う
社
会
変
動
と
い
っ
た
在
地
社
会
の
問
題
が
議
論
の
外
に
置
か
れ
て
し

ま
っ
た
︒
さ
ら
に
大
宰
府
自
体
の
機
構
変
容
が
府
の
運
営
や
西
海
道
支
配
に
与
え

た
影
響
と
い
っ
た
観
点
か
ら
平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道
の
関
係
を
検
討
す
る

必
要
も
あ
る
で
あ
ろ
う
︒

本
稿
で
は
︑
以
上
の
問
題
認
識
の
も
と
︑
平
安
前
期
︑
特
に
九
世
紀
に
お
け
る

大
宰
府
機
構
の
変
容
と
在
地
社
会
の
変
動
と
い
う
観
点
か
ら
︑
大
宰
府
と
西
海
道

の
関
わ
り
の
変
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道
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第
一
章

大
宰
府
機
構
の
動
揺
と
西
海
道
在
地
社
会

第
一
節

大
宰
府
機
構
と
西
海
道
管
内
の
郡
司
層

西
海
道
諸
国
の
調
庸
物
や
雑
米
が
︑
一
部
を
除
き
大
宰
府
に
留
め
ら
れ
︑
府
の

運
営
の
資
源
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
既
に
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る(

)

︒
そ
の
一
方
で
︑
日
常
政
務
を
運
営
す
る
府
全
般
の
機
構
と
西
海
道
諸

4

国
や
郡
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
︑
研
究
が
立
ち
後
れ
て
き
た
感
が
あ
っ
た
が(

)

︑
近

5

年
︑
森
公
章
氏
や
松
川
博
一
氏
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る(

)

︒
本
節

6

で
は
︑
大
宰
府
機
構
が
日
常
政
務
を
行
う
上
で
西
海
道
諸
国
︑
特
に
郡
司
層
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
概
観
し
︑
次
章
以

降
の
前
提
と
し
た
い
︒

大
宝
二
年
︵
七
〇
二
︶
三
月
︑
大
宰
府
と
西
海
道
郡
司
層
と
の
関
係
を
考
え
る

上
で
︑
重
要
な
政
策
が
許
可
さ
れ
た
︒

史
料
１
﹃
続
日
本
紀
﹄
大
宝
二
年
︵
七
〇
二
︶
三
月
丁
酉
条

丁
酉
︑
聴
三

大
宰
府
専
銓
二

擬
所
部
国
掾
已
下
及
郡
司
等
一

︒

大
宰
府
は
︑
西
海
道
各
国
掾
以
下
の
国
司
お
よ
び
郡
司
の
銓
擬
権
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
大
宰
府
は
各
地
の
在
地
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
こ
の
う
ち
郡
司
銓
擬
権
の
把
握
は
︑
大
宰
府
機
構
を

維
持
運
営
す
る
上
で
非
常
に
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
る
︒

史
料
２
﹃
類
聚
三
代
格
﹄
巻
七
︑
天
長
二
年
︵
八
二
五
︶
八
月
十
四
日
太
政
官

符

太
政
官
符

応
三

直
レ

府
書
生
権
任
二

郡
司
一

事

右
︑
得
二

大
宰
府
解
一

偁
︑
府
所
二

惣
管
一

九
国
二
島
︑
政
迹
之
体
内
外
相
兼
︑

雑
務
出
納
︑
触
レ

色
紛
繁
︒
監
典
等
早
朝
就
レ

衙
︑
午
後
分
行
︒
多
レ

事
少
レ

人
︑

僅
検
二

大
略
一

︒
唯
就
レ

事
書
生
︑
得
レ

弁
二

細
碎
一

︒
因
レ

茲
承
前
選
二

択
書

生
一

︑
毎
レ

所
配
充
︑
永
置
不
レ

替
︒
求
二

得
経
按
一

︑
繋
二

名
郡
司
一

︑
尽
二

其

勤
卓
一

︒
而
依
二

太
政
官
去
弘
仁
三
年
八
月
四
日
符
一

︑
郡
司
之
選
︑
一
依
二

国

定
一

︒
書
生
等
競
就
二

本
国
一

︑
無
レ

心
レ

留
レ

府
︒
雖
レ

加
二

捉
搦
一

︑
免
而
無

レ

恥
︒
弘
仁
七
年
以
来
雑
公
文
︑
至
レ

今
未
レ

進
︑
職
斯
之
由
︒
望
請
︑
直

レ

府
書
生
︑
随
二

其
才
一

︑
権
任
二

主
帳
以
上
一

︑
惣
数
莫
レ

過
二

十
人
一

︑
名

繋
二

郡
司
一

身
留
二

府
衙
一

︑
以
二

継
譜
之
慶
一

︑
粛
二

奔
躁
之
心
一

者
︒
右
大
臣

宣
︑
奉
レ

勅
︑
依
レ

請
︒

天
長
二
年
八
月
十
四
日

本
史
料
は
︑
九
世
紀
に
お
け
る
府
機
構
の
運
営
と
人
的
配
置
に
関
わ
る
史
料
で

あ
る
︒
大
宰
府
は
総
務
的
部
署
で
あ
る
政
所
と
分
課
的
な
諸
司
・
諸
所
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(

)

︒
傍
線
部
に
よ
る
と
大
宰
府
の
三
等
官

7

の
監
と
四
等
官
の
典
は
︑
早
朝
に
衙
︵
政
所
︶
に
就
い
て
政
務
を
執
っ
た
後
︑
午

後
か
ら
分
課
的
な
諸
司
・
諸
所
に
行
っ
た
と
あ
る
︒
他
の
史
料
に
﹁
蔵
司
勾
当
監

典(

)

﹂
と
み
え
る
ほ
か
︑﹁
況
復
件
司
等
監
典
二
人
︑
勾
二

当
釐
務
一

(

)

﹂
と
あ
る
と
お

8

9

り
︑
監
典
は
︑
各
諸
司
・
諸
所
の
こ
と
を
勾
当
と
し
て
監
督
し
て
い
た
の
で
あ

る
︒
し
か
し
︑
勾
当
の
監
典
は
人
数
が
少
な
く
︑
各
諸
司
の
業
務
は
︑
府
に
宿
直

す
る
書
生
が
そ
の
実
質
を
担
っ
て
い
た
︒
重
要
な
の
は
︑
府
書
生
の
出
身
階
層
で

あ
る
︒
史
料
２
に
よ
る
と
書
生
が
大
宰
府
に
宿
直
す
る
の
は
︑
府
書
生
を
務
め
た

先
に
郡
司
職
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
︒
大
宰
府
は
史
料
１
で
認
め
ら
れ
た
管
内
郡

司
の
銓
擬
権
を
有
効
に
行
使
す
る
こ
と
で
︑
府
の
運
営
に
必
要
な
郡
司
層
を
大
宰

府
の
下
に
編
成
し
︑
各
諸
司
に
分
配
し
た
の
で
あ
る
︒
府
書
生
に
は
︑
特
に
借
貸

稲
の
支
給
が
認
め
ら
れ
て
い
る(

)

︒
こ
の
こ
と
は
︑
大
宰
府
機
構
内
に
占
め
る
西
海

10

道
郡
司
層
の
重
要
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
︒

西
海
道
郡
司
層
は
︑
書
生
と
し
て
府
務
を
支
え
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
︒
大
宰

府
政
庁
前
面
広
場
の
西
隣
に
は
不
丁
地
区
と
呼
ば
れ
る
官
衙
域
が
広
が
る
︒
不
丁

官
衙
地
区
の
東
を
区
切
る
溝
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
か
ら
出
土
し
た
木
簡
を
掲
げ
よ
う
︒
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史
料
３

大
宰
府
政
庁
周
辺
不
丁
官
衙
地
区
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
出
土
木
簡(

)
11

・

□
遠
賀
郡
子
弟
名

□
料
受
□
師
伊
福
マ
□
□

□
受
使
マ
他
田
舎
千

(人
脱
ヵ
)

依

受

使

部
三
家
連
安

瓦
工

受

呉
マ
廣
野

廿
二

宿
奈

・

四
月
三
日
休
□
花
□
□

(百
ヵ
)

廿
□

(根
ヵ
)

︵
異
筆
︶

本
史
料
は
︑
筑
前
国
遠
賀
郡
の
出
身
者
の
歴
名
木
簡
で
あ
る
︒
二
行
目
の
伊
福

部
は
︑﹁
算
師
﹂
な
ど
専
門
業
務
に
関
わ
る
官
人
が
想
起
さ
れ
︑
３
行
目
の
他
田

舎
千
依
と
４
行
目
の
三
家
連
安
は
︑
大
宰
府
使
部
で
あ
る
︒
大
宰
府
の
使
部
は
︑

府
書
生
と
同
じ
く
大
宰
府
に
宿
直
し
︑
府
務
に
従
事
す
る
存
在
で
あ
っ
た(

)

︒
そ
し

12

て
本
木
簡
か
ら
︑
府
使
部
が
︑
府
書
生
と
同
様
に
管
内
の
郡
司
子
弟
層
か
ら
選
ば

れ
て
︑
大
宰
府
の
実
務
を
支
え
て
い
る
様
相
が
見
て
取
れ
る
︒
ま
た
︑
５
行
目
に

﹁
瓦
工
﹂︑
次
行
に
呉
部
広
野
の
名
が
見
え
て
い
る
︒
大
宰
府
で
の
瓦
生
産
に
も
管

内
郡
司
層
が
動
員
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
西
海
道
内
郡
司
層
は
︑
府
務
を
支
え
る
書
生
・
使
部
と
し
て
︑
さ

ら
に
大
宰
府
工
房
で
の
労
働
力
に
も
充
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
も

大
宰
府
機
構
運
用
上
に
占
め
る
大
宰
府
の
管
内
郡
司
銓
擬
権
の
重
要
性
が
う
か
が

わ
れ
よ
う
︒
逆
に
言
え
ば
︑
郡
司
層
の
編
成
が
不
調
に
終
わ
れ
ば
︑
府
の
運
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
事
実
︑
史
料
２
に
よ
れ
ば
︑
弘
仁

三
年
︵
八
一
二
︶
八
月
四
日
太
政
官
符
に
よ
っ
て
︑
郡
司
の
選
出
の
権
限
が
国
司

に
移
っ
た
た
め
に
︑
書
生
が
帰
郷
し
て
し
ま
い
︑
大
宰
府
の
公
文
作
成
に
滞
り
が

出
て
し
ま
っ
て
い
る
︒
こ
の
時
に
は
︑
十
人
の
郡
司
を
主
帳
以
上
に
権
任
す
る
こ

と
で
事
態
の
収
拾
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
︒
府
に
宿
直
す
る
書
生
の
総
数
一
〇
〇

人
の
う
ち
︑
ど
れ
程
の
人
員
が
帰
郷
し
た
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
︑
弘
仁
七
年

︵
八
一
六
︶
以
降
︑
複
数
年
に
渡
る
公
文
処
理
の
停
滞
が
わ
ず
か
一
〇
人
の
人
員

確
保
で
回
復
で
き
た
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
︒
平
安
前
期
の
大
宰
府
官
司
機
構
は
︑

府
務
を
担
う
人
材
の
確
保
と
い
う
点
に
お
い
て
︑
一
定
の
動
揺
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
︒
そ
れ
に
加
え
︑
西
海
道
内
で
は
富
豪
層
が
成
長
し
︑
在
地
社
会
が
大
き
く
変

動
す
る
時
期
に
も
あ
た
っ
て
い
る
︒
平
安
前
期
の
大
宰
府
は
︑
官
司
機
構
内
部
の

動
揺
と
在
地
社
会
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
な
が
ら
︑
西
海
道
支
配
を
行
う
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
︒

第
二
節

西
海
道
在
地
勢
力
の
成
長

全
国
的
に
み
て
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
︑
富
豪
層
の
活
動
が
活
発
化

す
る
︒
西
海
道
で
も
同
様
に
富
豪
層
の
活
動
が
史
料
上
か
ら
確
認
さ
れ
る
︒
大
宰

府
財
政
は
︑
西
海
道
諸
国
の
調
庸
物
な
ど
に
依
拠
し
て
い
た
た
め
富
豪
層
の
活
動

は
︑
西
海
道
諸
国
司
だ
け
で
は
な
く
︑
大
宰
府
に
と
っ
て
も
重
要
な
政
治
課
題
で

あ
っ
た
︒
西
海
道
で
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
︑
任
期
終
了
後
の
国
司
が
王

臣
子
孫
と
互
い
に
連
携
し
て
活
動
す
る
事
態
で
あ
る
︒

史
料
４
﹃
類
聚
三
代
格
﹄
巻
十
二
︑
斉
衡
二
年
︵
八
五
五
︶
六
月
二
十
五
日
太

政
官
符太

政
官
符

応
レ

検
二

括
浪
人
一

事

右
太
政
官
延
暦
十
六
年
四
月
廿
九
日
下
二

大
宰
府
一

符
偁
︑
従
二
位
行
大
納

言
神
王
宣
︑
奉
レ

勅
︑
括
二

責
浮
宕
一

︑
先
已
下
知
︒
今
聞
︑
秩
満
解
任
之

人
︑
王
臣
子
孫
之
徒
︑
結
レ

党
群
居
︑
同
悪
相
済
︑
侫
二

媚
官
人
一

︑
威
二

陵

百
姓
一

︑
妨
レ

農
奪
レ

業
︒
為
レ

蠹
良
深
︒
宜
三

厳
検
括
勤
還
二

本
郷
一

︒
情
願
二

留
住
一

︑
便
即
編
附
︒
去
留
之
事
夏
月
令
レ

畢
︑
附
二

大
帳
使
二

別
状
申
上
︒

若
有
レ

犯
者
︑
不
レ

論
二

蔭
贖
一

科
二

違
勅
罪
一

︑
移
二

配
遠
処
一

︒
土
人
容
而

平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道

三
九
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不
レ

申
︑
官
司
知
而
不
レ

糺
者
︑
亦
与
同
罪
者
︒
右
大
臣
宣
︑
奉
レ

勅
︑
件
格

年
紀
已
久
︒
風
威
陵
遅
︒
府
司
忘
却
而
不
レ

為
レ

情
︑
土
民
許
容
而
不
二

忍

申
一

︒
宜
下

重
下
二

知
之
一

厳
検
括
上

︒

斉
衡
二
年
六
月
廿
五
日

本
史
料
に
よ
れ
ば
︑
留
住
前
司
の
活
動
は
︑
八
世
紀
末
の
延
暦
十
六
年
︵
七
九

七
︶
か
ら
西
海
道
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒
西
別
府
元
日
氏
は
︑
西
海
道
で
留
住

前
司
が
問
題
化
す
る
背
景
に
延
暦
年
間
の
解
由
交
替
の
監
察
強
化
が
あ
っ
た
と
指

摘
し
て
い
る(

)

︒
西
海
道
諸
国
司
の
解
由
状
・
不
与
解
由
状
に
は
︑
大
宰
府
の
押
署

13

が
必
要
で
あ
っ
た(

)

︒
西
海
道
諸
国
の
貢
納
物
は
府
の
運
営
に
大
き
く
関
わ
っ
た
か

14

ら
︑
大
宰
府
と
し
て
も
国
司
の
交
替
制
に
は
厳
し
く
あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
留

住
前
司
の
活
動
が
︑
列
島
の
他
地
域
よ
り
早
く
に
問
題
化
す
る
理
由
は
︑
か
よ
う

な
事
情
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

次
に
留
住
前
司
の
具
体
的
活
動
を
み
て
お
く
︒

史
料
５
﹃
続
日
本
後
紀
﹄
承
和
九
年
︵
八
四
二
︶
八
月
庚
寅
条

大
宰
府
言
︑
豊
後
国
言
︑
前
介
正
六
位
上
中
井
王
私
宅
在
二

日
田
郡
一

︑
及

私
営
田
在
二

諸
郡
一

︒
任
レ

意
打
二

損
郡
司
百
姓
一

︒
因
レ

茲
吏
民
騒
動
︑
未

レ

遑
二

安
心
一

︒
又
本
自
浮
二

宕
筑
後
肥
後
等
国
一

︑
威
二

陵
百
姓
一

︑
妨
レ

農
奪

レ

業
︒
為
レ

蠹
良
深
︒
中
井
尚
欲
下

入
部
一

徴
二

旧
年
未
進
一

︑
兼
徴
中

私
物
上

︒

而
調
庸
未
進
之
代
︑
便
上
二

私
物
一

︑
倍
二

取
其
利
一

︒
望
請
︑
准
二

據
延
暦
十

六
年
四
月
廿
九
日
格
旨
一

︑
令
レ

還
本
土
一

︒
太
政
官
処
分
︑
罪
会
二

去
七
月

十
四
日
恩
赦
一

︒
宜
三

身
還
二

本
郷
一

︒

前
豊
後
介
中
井
王
は
︑
典
型
的
な
留
住
前
司
で
あ
る(

)

︒
中
井
王
は
任
国
だ
っ
た

15

豊
後
国
に
留
ま
ら
ず
筑
後
・
肥
後
と
い
う
周
辺
国
に
活
動
範
囲
を
広
げ
︑
私
営
田

を
経
営
す
る
と
と
も
に
︑
調
庸
未
進
の
代
納
を
す
る
と
同
時
に
私
物
を
貢
納
し
︑

利
益
を
挙
げ
る
と
い
う
私
出
挙
的
経
営
を
行
っ
て
い
る
︒
そ
の
活
動
の
中
で
中
井

王
は
郡
司
や
百
姓
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
平
安
前
期
の
西
海
道
内
で
は
︑
留
住
前
司
の
活
動
を
典
型
と
し

て
︑
社
会
的
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
︒
こ
う
し
た
混
乱
の
中
︑
西

海
道
諸
国
の
調
庸
制
と
大
宰
府
財
政
を
安
定
化
さ
せ
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
の

が
︑
弘
仁
十
四
年
︵
八
二
三
︶
の
公
営
田
制
で
あ
っ
た(

)

︒
吉
川
真
司
氏
は
︑
公
営

16

田
の
設
置
を
命
じ
た
弘
仁
十
四
年
︵
八
二
三
︶
二
月
二
十
一
日
太
政
官
奏
に
み
え

る
課
丁
数
六
万
二
百
四
十
人
の
記
載
か
ら
︑
壱
岐
・
対
馬
・
多
褹
を
除
く
西
海
道

九
国
の
一
郷
平
均
の
課
丁
数
を
一
二
四
人
と
割
り
出
し
︑
そ
の
異
様
な
ま
で
の
少

な
さ
か
ら
︑
西
海
道
地
域
の
社
会
変
動
が
他
地
域
に
比
べ
て
早
く
出
現
し
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る(

)

︒
極
め
て
重
要
な
指
摘
だ
ろ
う
︒
公
営
田
は
一
部
の
地
域
を

17

除
き
数
年
で
停
止
さ
れ
る
な
ど
︑
西
海
道
内
の
混
乱
を
治
め
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
︒
ま
た
︑
史
料
４
に
み
え
る
と
お
り
︑
延
暦
十
六
年
︵
七
九
七
︶
に
採
用

さ
れ
た
留
住
前
司
対
策
が
︑
五
十
年
以
上
経
た
斉
衡
二
年
︵
八
五
五
︶
に
再
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
在
地
の
混
乱
は
九
世
紀
の
半
ば
を
過
ぎ
て
も
解
決
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
社
会
的
混
乱
状
況
に
即
し
た
機
構
の
安
定
化

や
支
配
の
安
定
化
が
平
安
前
期
大
宰
府
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒

第
二
章

九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
大
宰
府
の
西
海
道
在
地

社
会
へ
の
進
出

第
一
節

平
安
前
期
の
西
海
道
郡
司
層
と
国
司
・
大
宰
府

前
章
で
は
︑
大
宰
府
機
構
を
支
え
る
存
在
と
し
て
︑
西
海
道
郡
司
層
が
み
え
た

こ
と
︑
平
安
前
期
の
西
海
道
は
︑
在
地
に
お
い
て
社
会
的
混
乱
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
を
述
べ
て
き
た
︒
か
か
る
状
況
下
︑
大
宰
府
か
ら
帰
郷
し
た
郡
司
層
は
︑
い
か

な
る
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
山
口
英
男
氏
は
︑
十
世
紀
の
国
郡
行
政
機

構
を
検
討
す
る
中
で
九
世
紀
後
半
の
国
衙
と
在
地
情
勢
の
全
国
的
傾
向
に
つ
い

て
︑
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
︒
即
ち
︑
九
世
紀
を
通
じ
て
進
行
す
る
国
司
受

四
〇
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領
化
に
よ
っ
て
︑
国
司
四
等
官
か
ら
受
領
が
離
脱
し
︑
任
用
が
国
務
か
ら
排
除
さ

れ
て
い
く
︒
任
用
に
代
わ
り
︑
受
領
に
直
結
す
る
形
で
国
務
に
従
事
す
る
存
在
と

し
て
︑
郡
司
や
そ
の
他
在
地
の
有
力
者
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
︒
郡
司
や
在
地
有

力
者
は
︑
国
務
従
事
者
と
し
て
見
え
る
一
方
で
︑
国
司
に
対
桿
す
る
姿
も
見
ら
れ

る
と
い
う
︒
つ
ま
り
郡
司
や
在
地
有
力
者
は
︑
国
衙
権
力
と
中
央
権
力
を
使
い
分

け
て
自
己
の
利
権
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
り
︑
そ
の
関
係
は
必
ず
し
も
安
定
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た(

)

︒
そ
れ
で
は
︑
西
海
道
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
︒

18

平
安
前
期
の
西
海
道
に
お
け
る
国
司
と
郡
司
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
に
︑
貞

観
十
一
年
︵
八
六
九
︶
十
月
十
五
日
付
筑
前
国
田
文
所
検
田
文
案(

)

に
注
目
し
た

19

い
︒
貞
観
九
年
︵
八
六
七
︶
観
世
音
寺
が
高
子
内
親
王
家
荘
の
荒
城
岑
主
が
一
切

経
田
を
妨
げ
て
い
る
と
荘
家
に
申
し
入
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
観
世
音
寺
と
博

多
荘
の
争
論
は
︑
最
終
的
に
大
宰
府
の
図
帳
に
基
づ
い
て
︑
大
宰
府
が
観
世
音
寺

の
主
張
を
認
め
︑
筑
前
国
司
に
審
理
と
執
行
を
命
じ
て
い
る(

)

︒
筑
前
国
田
文
所
検

20

田
文
案
は
︑
大
宰
府
か
ら
の
命
に
従
っ
て
︑
仁
寿
二
年
︵
八
五
二
︶
班
田
図
に
よ

り
作
成
し
た
勘
文
で
あ
る
︒
勘
文
作
成
に
携
わ
っ
た
人
物
と
し
て
︑
書
生
穂
浪
常

吉
・
神
奴
春
吉
︑
頭
穂
浪
・
財
部
貞
雄
が
み
え
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
︑
神
奴
春
吉

の
詳
細
は
不
明
で
は
あ
る
が
︑
穂
波
氏
は
筑
前
国
穂
波
郡
の
郡
司
級
の
有
力
者

で
︑
財
部
貞
雄
も
︑
筑
前
国
嘉
麻
郡
の
郡
司
級
有
力
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る(

)

︒
21

穂
浪
氏
や
財
部
氏
は
国
衙
行
政
の
一
端
を
担
う
こ
と
で
︑
在
地
で
の
地
位
を
維
持

し
て
い
る
︒
た
だ
し
注
意
し
た
い
の
は
︑
郡
司
層
は
必
ず
し
も
国
衙
権
力
と
安
定

的
な
関
係
を
築
い
て
い
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
︒
史
料
５
に
あ
る
前
豊

後
介
中
井
王
は
︑
そ
の
活
動
の
中
で
﹁
任
レ

意
打
二

損
郡
司
百
姓
一

﹂
し
た
と
あ

る
︒
九
世
紀
︑
郡
司
は
︑
綱
領
と
し
て
徴
税
の
責
任
を
国
司
か
ら
求
め
ら
れ
て
お

り
︑
中
井
王
の
事
例
は
︑
そ
れ
が
暴
力
的
な
形
を
も
っ
て
強
制
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る(

)

︒
国
衙
権
力
か
ら
の
苛
烈
な
圧
力
は
︑
時
と
し
て
郡
司
層
に
よ
る
反
発
と

22

な
っ
て
史
料
上
に
現
れ
て
く
る
︒

天
安
二
年
︵
八
五
八
︶
︑
対
馬
島
上
県
郡
擬
少
領
直
仁
徳
︑
擬
主
帳
卜
部
川
知

麻
呂
︑
下
県
郡
擬
大
領
直
浦
主
︑
擬
大
領
直
氏
成
ら
が
︑
党
類
を
率
い
て
対
馬
守

立
野
正
岑
を
殺
害
す
る
事
件
が
起
き
た(

)

︒
こ
の
事
件
は
︑
同
時
期
に
列
島
各
地
で

23

頻
発
す
る
任
用
国
司
や
郡
司
や
富
豪
層
な
ど
に
よ
る
国
司
長
官
襲
撃
事
件
の
一
つ

で
あ
る
︒
受
領
化
す
る
国
司
長
官
の
権
限
強
化
が
︑
時
と
し
て
任
用
・
郡
司
・
富

豪
と
の
間
に
軋
轢
を
生
み
︑
受
領
を
襲
撃
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
事
件
は
︑
対
馬

の
調
銀
生
産
と
貢
納
を
請
け
負
わ
さ
れ
た
郡
司
直
一
族
に
対
す
る
過
重
な
負
担
が

背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(

)

︒
国
司
と
郡
司
層
の
利
害
は
必
ず
し
も
一
致

24

し
な
い
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
︑
そ
の
場
合
に
郡
司
は
︑
国
司
と
の
関
係
を
改
め
︑

時
と
し
て
武
力
に
よ
る
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
︒こ

の
よ
う
に
国
衙
権
力
と
利
害
が
対
立
し
た
場
合
︑
郡
司
層
が
取
り
得
る
手
段

は
国
司
襲
撃
の
他
に
何
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
︒
一
つ
に
は
︑
中
央
権
威
即
ち
院

宮
王
臣
家
と
結
び
つ
き
利
権
確
保
を
す
る
方
法
で
あ
る(

)

︒
西
海
道
に
注
目
す
る

25

と
︑
大
宰
府
と
繋
が
り
を
持
つ
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
時
代
は
下
る
が
︑

天
慶
三
年
︵
九
四
〇
︶
三
月
七
日
の
日
付
を
持
つ
笠
小
門
門
子
治
田
売
券
案
に
よ

る
と
︑
貞
観
年
間
に
書
生
と
し
て
筑
前
国
衙
行
政
に
進
出
し
て
い
た
穂
浪
一
族
の

中
に
︑
大
宰
府
弩
師
の
職
に
つ
い
て
い
た
穂
浪
幸
生
の
名
前
が
み
え
る(

)

︒
穂
浪
一

26

族
は
︑
国
衙
機
構
に
進
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
大
宰
府
と
繋
が
り
︑
府
務
の
一
端

を
担
う
こ
と
で
︑
在
地
で
の
利
権
や
支
配
を
強
固
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
︑
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
前
半
の
大
宰
府
機
構
内
に

も
書
生
と
し
て
出
仕
す
る
郡
司
層
が
存
在
し
て
い
た
が
︑
こ
れ
は
大
宰
府
が
有
し

た
郡
司
銓
擬
権
を
媒
介
に
し
て
い
た
︒
一
方
︑
穂
浪
幸
生
は
︑
よ
り
直
接
的
に
大

宰
府
機
構
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
︑
郡
司
側
の
思
惑
が
あ
っ
た
と
は
い

え
︑
結
合
の
あ
り
方
に
相
違
が
あ
る
︒
九
世
紀
初
頭
︑
大
宰
府
は
西
海
道
内
の
郡

司
層
を
書
生
と
し
て
の
編
成
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
は
史
料
２
か
ら
間
違
い
は
な

平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道

四
一
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い
︒
し
か
し
な
が
ら
在
地
に
戻
っ
た
郡
司
層
と
国
司
と
の
不
安
定
な
関
係
を
背
景

に
大
宰
府
は
︑
郡
司
層
を
直
接
的
に
大
宰
府
機
構
に
取
り
込
む
と
と
も
に
在
地
に

も
直
接
的
影
響
力
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
︒

第
二
節

西
海
道
の
在
地
勢
力
と
大
宰
府

前
節
で
は
︑
西
海
道
内
の
郡
司
層
の
動
向
に
注
目
し
た
︒
本
節
で
は
︑
平
安
前

期
に
西
海
道
内
の
社
会
的
混
乱
状
況
の
原
因
と
も
な
っ
た
富
豪
層
に
注
目
し
た

い
︒
大
宰
府
が
西
海
道
支
配
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
︑
富
豪
層
と
は
ど
の
よ
う

な
関
係
を
取
り
結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
︒
既
に
史
料
４
を
掲
げ
て
み
た
よ
う
に
留

住
前
司
や
王
臣
子
孫
の
活
動
は
︑
九
世
紀
の
半
ば
に
な
っ
て
も
活
発
で
あ
っ
た
︒

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
︑
仁
和
三
年
︵
八
八
七
︶
に
大
宰
大
弐
に
任
じ
ら
れ
た
藤

原
保
則
の
西
海
道
内
の
富
豪
層
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹃
藤
原
保
則
伝
﹄
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

史
料
６
﹃
藤
原
保
則
伝
﹄

公
在
二

鎮
府
一

︑
専
以
二

清
静
一

而
施
レ

化
︑
故
吏
民
感
服
︑
政
化
大
行
︒
元
是

姦
猾
之
輩
︑
猥
聚
二

鎮
西
境
内
一

︒
其
筑
前
筑
後
肥
前
三
国
︑
尤
為
二

群
盗
之

藪
沢
一

焉
︒
郷
閭
騒
擾
︑
道
路
隔
絶
︑
人
民
有
二

蓄
積
一

者
︑
皆
被
二

殺
略
一

︑

行
旅
有
二

資
儲
一

者
︑
無
レ

有
レ

令
レ

治
︒
前
年
府
官
及
国
司
︑
発
レ

兵
捕
殺
︑

凶
党
弥
熾
︑
不
レ

能
二

禁
止
一

︒
公
初
莅
レ

領
︑
衆
人
皆
云
︑
宜
下

多
発
二

軍
士
一

悉
加
中

鉏
誅
上

︒
公
曰
︑
吾
聞
︑
此
盗
渠
帥
︑
率
非
二

編
戸
之
民
一

︑
皆
是
流

浪
之
輩
也
︒
或
良
家
子
弟
遂
二

衣
食
之
利
一

︑
或
旧
吏
僕
従
取
二

婚
姻
之
便
一

︑

寓
二

居
辺
城
一

︑
猶
如
二

桑
梓
一

︒
而
比
年
不
レ

稔
︑
生
産
失
レ

利
︑
無
頼
之
輩
︑

同
悪
相
済
︑
争
尋
二

干
戈
一

︑
赴
為
二

賊
徒
一

之
︒
国
之
民
大
半
為
レ

盗
︑
今
悉

捕
而
教
レ

之
︒
則
里
落
之
内
︑
闃
而
無
レ

人
︑
縦
令
有
二

隣
国
之
警
一

︑
誰
人

城
戍
乎
︒
此
輩
未
三

必
懐
二

凶
狡
之
心
一

︑
多
是
為
二

飢
寒
一

被
二

逼
迫
一

而
已
︒

若
施
以
二

恩
賑
一

︑
自
応
レ

食
椹
改
レ

音
︑
即
以
二

其
俸
米
一

︑
遍
賑
二

贍
三

国
一

︒
深
加
二

慰
撫
一

︑
各
存
二

生
業
一

︒
於
レ

是
盗
徒
大
悦
相
語
云
︑
府
君
以
二

父
母
之
情
一

遇
レ

我
︑
々
豈
不
レ

尽
二

孝
子
之
志
一

乎
︒
相
率
帰
レ

他
︑
莫
レ

不

レ

為
二

守
剣
之
夫
一

︒

保
則
が
大
宰
府
に
赴
任
し
て
き
た
当
時
︑
筑
前
・
筑
後
・
肥
後
の
三
国
に
は
良

家
子
弟
や
官
人
に
随
行
し
て
西
海
道
に
や
っ
て
き
た
従
者
が
府
下
で
活
動
し
て
い

た
︒
こ
の
頃
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
仁
和
元
年
︵
八
八

五
︶
十
月
二
十
日
条
に
は
﹁
先
レ

是
︑
大
唐
商
人
着
二

大
宰
府
一

︒
是
日
下
二

知
府

司
一

︑
禁
下

王
臣
家
使
及
管
内
吏
民
私
以
二

貴
直
一

競
買
中

他
物
上

﹂
と
み
え
て
い
て
︑

大
宰
府
下
に
居
住
し
︑
唐
物
入
手
に
関
わ
っ
て
王
臣
家
人
や
官
人
︑
在
地
豪
族
が

確
認
さ
れ
る
︒
保
則
伝
に
み
え
る
良
家
子
弟
や
官
人
も
同
様
に
王
臣
家
人
や
土
着

し
た
官
人
と
い
っ
た
在
地
富
豪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒
保
則
が
お
こ
な
っ

た
対
応
は
︑
留
住
前
司
や
王
臣
子
孫
な
ど
管
内
で
活
発
に
活
動
す
る
富
豪
層
の
取

り
締
ま
り
を
定
め
た
延
暦
十
六
年
︵
七
九
七
︶
四
月
二
十
九
日
太
政
官
符
︵
史
料

４
︶(

)

と
比
べ
る
と
対
照
的
で
あ
る
︒
延
暦
十
六
年
官
符
で
は
︑
王
臣
家
人
の
活
動

27
を
徹
底
的
に
取
り
締
ま
る
こ
と
を
第
一
の
方
針
と
し
て
い
る
︒
希
望
が
あ
れ
ば
︑

留
住
も
可
能
で
あ
っ
た
が
︑
そ
の
場
合
も
編
附
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑
在
地

に
権
威
を
扶
植
す
る
よ
う
な
活
動
は
認
め
て
い
な
い
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
保
則

は
︑
武
力
を
用
い
て
の
鎮
圧
を
否
定
し
て
︑
在
地
富
豪
層
に
対
し
︑
賑
恤
を
加
え

る
こ
と
で
事
態
を
収
束
さ
せ
た
︒
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
︑
在
地
の
富
豪
層
を

捕
縛
す
る
と
︑﹁
隣
国
之
警
﹂
が
あ
っ
た
際
に
城
を
守
る
存
在
が
い
な
く
な
る
と

述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
保
則
大
弐
在
任
中
の
九
世
紀
後
半
︑
彼
ら
在

地
の
富
豪
は
︑
海
防
の
観
点
か
ら
大
宰
府
か
ら
期
待
さ
れ
る
部
分
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
府
務
の
一
部
を
在
地
富
豪
に
期
待
す
る
と
い
う
あ
り
方

は
︑
こ
れ
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
対
応
で
あ
り
︑
前
節
で
み
た
穂
浪
幸
生
を
大
宰

府
の
弩
師
に
着
け
て
府
務
の
一
端
を
担
わ
せ
る
一
方
で
︑
大
宰
府
と
の
結
び
つ
き

を
背
景
に
在
地
で
の
利
権
確
保
を
図
っ
た
郡
司
と
類
似
す
る
点
が
あ
る
︒

四
二
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『類
聚
三
代
格
﹄
巻
八
︑
貞
観
十
三
年
︵
八
七
一
︶
八
月
十
日
太
政
官
符
に
は
︑

﹁
又
聞
︑
管
内
浮
浪
之
輩
︑
或
属
二

府
司
一

上
二

交
易
之
直
一

︑
或
賂
二

国
宰
一

輸
二

調

庸
之
物
一

︑
貢
非
二

土
民
営
設
之
実
一

︑
利
帰
二

浮
手
姧
偽
之
徒
一

︒﹂
と
記
さ
れ
て

お
り
︑
当
時
︑
大
宰
府
管
内
で
は
在
地
富
豪
層
が
大
宰
府
官
人
や
管
内
国
司
と
手

を
結
ん
で
い
た
︒
在
地
富
豪
層
は
︑
府
や
国
司
と
の
関
係
を
背
景
に
︑
調
庸
代
輸

を
通
じ
た
経
済
活
動
を
行
っ
て
利
益
を
上
げ
て
い
た
︒
西
海
道
諸
国
の
調
庸
制

は
︑
九
世
紀
の
半
ば
ま
で
に
未
進
が
累
積
し
︑
そ
の
補
填
が
困
難
な
状
況
下
に
お

い
て(

)

︑
調
庸
代
納
を
行
う
在
地
富
豪
層
は
︑
大
宰
府
や
国
司
に
と
っ
て
無
視
で
き

28

な
い
存
在
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
富
豪
層
は
︑
自
己
の
活
動
を
有
利
に

す
る
た
め
選
択
的
に
大
宰
府
官
人
や
国
司
と
繋
が
り
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
︑
九
世
紀
の
半
ば
以
降
︑
大
宰
府
と
在
地
の
勢
力
と

結
び
つ
き
が
生
じ
て
い
た
︒
藤
原
保
則
が
︑
海
防
の
観
点
か
ら
在
地
勢
力
を
無
視

で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
︑
府
の
運
営
を
支
え
る
西
海
道
調
庸
制
の
維
持
と
い
う
観

点
か
ら
も
在
地
勢
力
の
存
在
は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
︒
大
宰
府
は
︑
在
地

で
の
彼
ら
の
活
動
を
認
め
る
こ
と
で
︑
大
宰
府
の
統
制
下
に
組
み
込
み
︑
府
務
の

一
端
を
担
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

大
宰
府
と
在
地
勢
力
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
︑
貞
観
十
二
年
︵
八
七
〇
︶
に

発
生
し
た
大
宰
少
弐
藤
原
元
利
万
侶
の
新
羅
通
謀
事
件
は
興
味
深
い
︒

史
料
７
﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
貞
観
十
二
年
︵
八
七
〇
︶
十
一
月
十
三
日
条

筑
後
権
史
生
正
七
位
上
佐
伯
宿
称
真
継
奉
二

進
新
羅
国
牒
一

︑
即
告
下

大
宰
少

弐
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
元
利
万
侶
与
二

新
羅
国
王
一

通
レ

謀
欲
上
レ

害
二

国
家
一

︒

禁
二

真
継
身
一

付
二

検
非
違
使
一

︒

史
料
８
﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
貞
観
十
二
年
︵
八
七
〇
︶
十
一
月
十
七
日
条

勅
二

大
宰
府
一

︑
追
二

禁
少
弐
藤
原
朝
臣
元
利
万
侶
︑
前
主
工
上
家
人
︑
浪
人

清
原
宗
継
︑
中
臣
年
麿
︑
興
世
有
年
等
五
人
一

︒
以
二

従
五
位
下
行
大
内
記

安
部
朝
臣
興
行
一

為
二

遣
大
宰
府
推
問
密
告
使
一

︒
判
官
一
人
︑
主
典
一
人
︒

通
謀
事
件
に
関
与
し
て
み
え
る
五
人
の
う
ち
︑
清
原
宗
継
︑
中
臣
年
麿
︑
興
世

有
年
の
三
人
は
﹃
藤
原
保
則
伝
﹄
に
み
え
た
管
内
を
流
浪
す
る
良
家
子
弟
や
︑
貞

観
十
三
年
︵
八
七
一
︶
八
月
十
日
太
政
官
符
に
み
え
る
﹁
管
内
浮
浪
之
輩
﹂
の
典

型
例
で
あ
り
︑
土
着
し
た
富
豪
浪
人
で
あ
ろ
う
︒
次
に
前
主
工
上
家
人
を
み
て
い

こ
う
︒
西
海
道
の
上
氏
は
︑
宝
亀
年
中
の
壱
岐
掾
上
村
主
墨
縄(

)

︑
安
元
二
年
︵
一

29

一
七
六
︶
六
月
の
河
上
宮
現
役
所
課
神
田
坪
付
注
文
案
に
み
え
る
肥
前
国
在
庁
官

人
の
介
上
宿
祢(

)

が
確
認
さ
れ
︑
壱
岐
や
肥
前
の
西
北
部
九
州
の
在
地
豪
族
と
み
ら

30

れ
る
︒
ま
た
︑
中
央
の
官
営
工
房
で
あ
る
画
工
司
に
上
村
主
姓
の
者
が
多
く
確
認

さ
れ
︑
上
氏
は
技
術
者
の
系
譜
を
も
つ
在
地
豪
族
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た(

)

︒
上
家

31

人
が
帯
び
て
い
た
主
工
と
い
う
役
職
は
︑﹃
延
喜
式
﹄
民
部
省
式
外
大
宰
仕
丁
条

に
み
え
︑
主
神
や
主
厨
と
並
列
で
記
さ
れ
︑
仕
丁
六
人
が
充
て
ら
れ
た
大
宰
府
の

品
官
で
あ
っ
た
︒
た
だ
し
養
老
職
員
令
・
大
宰
府
条
に
主
工
は
み
え
ず
︑
代
わ
り

に
大
工
が
み
え
る
︒
大
宰
府
の
建
築
生
産
機
構
に
つ
い
て
論
じ
た
正
木
喜
三
郎
氏

に
よ
る
と
︑
令
に
規
定
が
あ
る
大
工
は
︑
承
和
年
間
頃
に
品
官
の
主
工
・
主
城
と

大
宰
府
諸
司
の
匠
司
・
城
司
に
分
割
継
承
さ
れ
︑
主
工
と
関
わ
り
の
深
い
匠
司

は
︑
手
工
業
部
門
全
般
を
包
括
し
て
い
た
と
い
う(

)

︒
上
家
人
の
大
宰
府
主
工
へ
の

32

登
用
は
︑
技
術
者
の
系
譜
を
引
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
︑
上
家
人

の
よ
う
な
伝
統
的
技
術
系
在
地
豪
族
が
土
着
し
た
富
豪
浪
人
と
と
も
に
名
を
連

ね
︑
大
宰
少
弐
藤
原
元
利
万
侶
と
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
は
︑
非
常
に
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
正
木
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
︑
弘
仁
十
四
年
︵
八
二

三
︶
の
公
営
田
制
で
獲
稲
を
も
と
に
︑
在
地
に
於
い
て
手
工
業
生
産
物
で
あ
る
調

庸
物
を
交
易
調
達
す
る
相
手
が
富
豪
層
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
︑
上
氏
の

よ
う
な
技
術
者
集
団
が
清
原
宗
継
ら
富
豪
浪
人
の
も
と
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
可
能

性
は
十
分
に
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う(

)

︒
大
宰
府
は
︑
富
豪
浪
人
層
と
関
係
を
取
り
結

33

ぶ
こ
と
で
︑
大
宰
府
工
房
に
必
要
な
技
術
者
集
団
の
組
織
化
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ

う
︒
大
宰
府
の
こ
う
し
た
技
術
者
集
団
の
組
織
化
と
府
務
へ
の
利
用
は
︑
国
司
を

平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道

四
三
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媒
介
に
し
な
い
直
接
的
な
在
地
の
富
豪
層
と
の
結
び
つ
き
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
大
宰
府
と
在
地
と
の
直
接
的
関
係
の
構
築
は
︑
大
宰
府
に
よ
る
在

地
へ
の
直
接
進
出
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
︒

史
料
９
﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
貞
観
十
五
年
︵
八
七
三
︶
十
二
月
十
七
日
条

十
七
日
戊
申
︑
大
宰
府
言
︑
筑
前
国
去
仁
寿
二
年
班
田
︑
其
後
歴
二

十
九

年
一

︑
死
亡
口
分
散
二

入
富
豪
一

︒
生
益
貧
身
徒
苦
二

賦
役
一

︒
仍
須
下

早
班
二

口

分
一

︑
令
中
レ

民
安
堵
上

︒
︵
中
略
︶
今
定
二

課
丁
一

給
二

三
段
三
百
廿
九
歩
一

︑
不

課
男
給
二

二
段
一

︑
女
一
段
︒
然
則
女
子
得
二

半
男
之
分
一

︑
乗
田
益
二

旧
年
之

数
一

︒
又
依
二

弘
仁
十
四
年
二
月
廿
一
日
格
一

︑
管
内
諸
国
︑
始
置
二

公
営

田
一

︒
而
筑
前
国
耕
作
数
年
︑
即
以
二

停
止
一

︒
尋
二

其
由
緒
一

︑
縁
二

土
地
薄

瘠
獲
輸
数
多
一

也
︒
今
須
下

班
田
之
日
︑
撰
二

良
田
九
百
五
十
町
一

︑
不
レ

論
二

土
浪
人
一

︑
頒
充
令
中

耕
佃
下

︒
夏
時
以
二

正
税
一

︑
買
二

備
調
庸
一

︑
秋
日
以
二

獲
稲
一

︑
填
二

納
本
倉
一

︒
然
則
百
姓
免
二

徴
責
之
酷
一

︑
貢
賦
絶
二

逋
懸
之

煩
一

︒
又
府
之
備
二

隣
敵
一

︑
其
来
自
二

邈
代
一

︒
而
貞
観
十
一
年
新
羅
海
賊
竊

窺
二

間
隙
一

︑
掠
二

奪
貢
綿
一

︒
自
レ

斯
遷
二

運
甲
冑
一

︑
安
二

置
鴻
臚
一

︑
差
二

発

俘
囚
一

︑
分
番
鎮
戍
︒
重
復
分
二

置
統
領
選
士
一

︑
備
二

之
警
守
一

︒
今
所
レ

用

糧
米
︑
毎
レ

国
有
レ

数
︒
出
納
之
事
︑
非
レ

無
二

勾
当
一

︒
加
以
朝
夕
資
給
︑
米

盬
多
レ

煩
︒
仍
差
二

置
書
生
駈
仕
等
一

︑
計
レ

口
給
レ

貧
︒
決
番
宿
直
︑
自
余
之

色
︑
触
レ

類
猥
雑
︒
件
国
割
二

女
子
口
分
一

︑
置
二

公
営
田
一

︑
所
レ

遺
之
田
︑

猶
倍
二

他
国
一

︒
須
下

分
二

置
一
百
町
一

︑
名
二

警
固
田
一

︑
加
二

其
耕
営
一

︑
収
二

所
レ

輸
之
地
子
一

︑
充
中

年
中
之
雑
用
上

︒
但
租
穀
割
二

地
子
内
一

︑
准
レ

例
進

納
︒
又
府
儲
料
稲
惣
三
万
束
︒
五
使
粮
并
水
脚
賃
及
厨
家
雑
用
︑
凡
百
庶

事
︑
惣
在
二

其
中
一

︒
諸
国
所
レ

備
︑
各
有
二

色
数
一

︒
而
或
致
二

違
期
一

︑
或

置
二

未
進
一

︒
府
中
之
用
︑
常
苦
二

闕
乏
一

︒
須
下

割
二

田
二
百
町
一

︑
名
二

府
儲

田
一

︑
収
二

其
地
子
一

︑
以
充
中

府
用
上

︒
但
租
穀
同
レ

上
︒
依
レ

請
許
レ

之
︒

貞
観
十
五
年
︵
八
七
三
︶
︑
大
宰
府
の
申
請
に
基
づ
き
︑
筑
前
国
に
警
固
田
一

百
町
と
府
儲
田
二
百
町
を
設
置
し
た
︒
両
田
地
の
耕
営
で
得
ら
れ
る
地
子
を
博
多

警
固
の
費
用
や
︑
府
中
の
雑
事
に
充
当
し
た
︒
警
固
田
と
府
儲
田
の
設
置
は
︑
料

稲
制
か
ら
料
田
制
へ
の
転
換
と
い
う
評
価(

)

や
︑
古
代
末
か
ら
中
世
に
西
海
道
に
展

34

開
す
る
府
領
の
起
源(

)

と
さ
れ
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
き
た
︒
大
宰
府
財
政
は
︑
も
と

35

も
と
西
海
道
各
国
の
調
庸
や
正
税
か
ら
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
か
ら
︑
大
宰
府
に
直

結
す
る
独
自
の
財
政
基
盤
が
在
地
に
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ

と
は
確
か
で
あ
る
︒
重
要
な
の
は
︑
大
宰
府
独
自
財
源
の
設
置
が
筑
前
国
内
で
の

公
営
田
制
復
活
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
史
料
９
は
︑
ま
ず
仁

寿
二
年
︵
八
五
二
︶
の
班
田
以
降
︑
死
亡
人
口
分
田
が
富
豪
層
に
集
積
さ
れ
︑
百

姓
の
生
活
を
妨
げ
て
い
る
現
状
を
説
明
し
︑
弘
仁
十
四
年
︵
八
二
三
︶
の
設
置

後
︑
数
年
の
内
に
停
止
さ
れ
て
い
た
公
営
田
制
を
復
活
さ
せ
て
︑
課
役
に
苦
し
む

百
姓
を
救
済
す
る
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
れ
は
一
面
で
︑
警
固
田
と
府
儲
田
の
新
設

に
伴
う
在
地
の
負
担
軽
減
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
し
︑
こ

の
度
の
公
営
田
制
は
︑
良
田
九
百
五
十
町
を
﹁
不
レ

論
二

土
浪
人
一

﹂
に
頒
か
ち
充

て
耕
作
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
︒
筑
前
国
内
で
富
豪
層
が
死

亡
人
口
分
田
な
ど
の
土
地
を
集
積
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら
ば
︑
今

回
の
公
営
田
は
︑
在
地
で
活
動
す
る
浪
人
＝
富
豪
層
を
編
成
活
用
し
て
税
収
を
確

保
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒
こ
れ
は
︑
恐
ら
く
警
固
田
や

府
儲
田
も
同
様
で
︑
富
豪
層
の
在
地
で
の
生
産
活
動
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
︑
彼
ら
を
府
の
財
政
機
構
に
位
置
づ
け
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
ま
た
︑
公
営
田
制
の
復
活
と
警
固
田
・
府
儲
田
設
置
と
い
う
一
連
の
政
策

が
︑
筑
前
国
を
経
る
こ
と
な
く
︑
大
宰
府
に
よ
っ
て
直
接
的
に
実
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
︒
大
宰
府
は
︑
富
豪
層
の
統
制
を
媒
介
と
し

て
︑
在
地
へ
の
直
接
的
な
進
出
を
試
み
て
お
り
︑
そ
こ
に
国
司
の
姿
が
見
ら
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
︒

四
四
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従
来
︑
十
世
紀
中
葉
に
起
こ
っ
た
藤
原
純
友
の
乱
の
鎮
圧
に
活
躍
し
た
右
衛
門

志
大
蔵
春
実
が
乱
鎮
圧
後
に
大
宰
府
に
留
ま
り
土
着
し
た
こ
と
が
︑﹁
府
中
有
縁

之
輩
﹂
が
任
命
さ
れ
る
府
官
層
形
成
の
端
緒
と
さ
れ(

)

︑
十
一
世
紀
に
入
る
と
帥
や

36

大
弐
直
属
の
府
使
が
国
司
の
存
在
を
意
に
介
さ
ず
府
の
管
内
支
配
の
尖
兵
と
し
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
り
︑
中
に
は
府
機
構
に
入
り
こ
ん
で
府
官
と
し
て
台
頭
す
る

も
の
も
出
現
す
る
も
の
も
出
て
く
る
と
し
て
︑
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
が

大
宰
府
に
よ
る
在
地
へ
の
直
接
的
進
出
お
よ
び
府
官
層
台
頭
の
画
期
と
さ
れ
て
き

た(

)

︒
し
か
し
︑
本
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
︑
貞
観
年
間
頃
か
ら
大
宰
府
は
︑
在

37地
富
豪
を
海
岸
警
備
や
府
財
政
機
構
の
中
に
取
り
こ
み
︑
在
地
社
会
と
の
結
び
付

き
を
形
成
し
︑
警
固
田
と
府
儲
田
と
い
う
大
宰
府
の
独
自
財
源
を
置
く
な
ど
在
地

進
出
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
︒
ま
た
︑
藤
原
元
利
万
侶
の
通
謀
事
件
に
関
わ
っ
て

い
た
富
豪
浪
人
は
前
主
工
上
家
人
を
媒
介
に
大
宰
府
と
つ
な
が
っ
て
お
り
︑
主
工

や
そ
れ
と
関
係
が
深
い
匠
司
が
富
豪
層
結
集
の
核
に
な
っ
て
い
た
︒
こ
の
こ
と

は
︑
在
地
の
優
勢
者
が
大
宰
府
機
構
内
に
進
出
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
に
︑
大
宰
府
と
西
海
道
在
地
社
会
の
関
係
性
と
い

う
観
点
か
ら
見
た
場
合
︑
九
世
紀
半
ば
過
ぎ
︑
特
に
貞
観
年
間
は
大
き
な
転
換
点

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
し
て
︑
九
世
紀
半
ば

の
転
換
の
先
に
︑
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
府
官
層
や

府
司
の
活
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
︒

お
わ
り
に

本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
︒
九
世
紀
の
初
め
︑

郡
司
選
定
が
国
司
一
定
に
な
っ
た
こ
と
で
府
の
実
務
を
支
え
て
い
た
西
海
道
郡
司

層
が
帰
郷
し
︑
府
機
構
が
動
揺
し
た
︒
在
地
に
目
を
向
け
る
と
︑
留
住
前
司
や
王

臣
子
孫
な
ど
富
豪
層
の
活
動
が
活
発
化
し
︑
西
海
道
在
地
社
会
は
混
乱
状
態
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
大
宰
府
は
︑
府
務
を
担
う
者
を
確
保
し
て
府
機
構
を
安
定

化
さ
せ
︑
西
海
道
を
総
管
す
る
官
司
と
し
て
西
海
道
の
社
会
的
混
乱
を
安
定
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
︒

郡
司
職
を
得
る
た
め
︑
府
か
ら
離
れ
帰
郷
し
た
郡
司
層
の
中
に
は
︑
国
書
生
や

頭
と
い
う
職
務
に
つ
き
︑
国
衙
行
政
機
構
に
進
出
す
る
者
も
現
れ
た
が
︑
郡
司
と

国
司
の
関
係
は
安
定
し
た
も
の
で
は
な
く
︑
大
宰
府
の
役
職
に
つ
く
こ
と
で
自
己

の
利
権
を
確
保
す
る
者
も
現
れ
て
く
る
︒
府
務
の
一
端
を
担
う
と
い
う
点
で
は
︑

九
世
紀
以
前
と
同
じ
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
︑
大
宰
府
の
西
海
道
郡
司
銓
擬
権
を
媒

介
と
し
て
い
た
の
に
対
し
︑
九
世
紀
半
ば
以
降
に
み
ら
れ
る
関
係
は
︑
よ
り
直
接

的
に
大
宰
府
に
編
成
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
︒

九
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
た
貞
観
年
間
頃
か
ら
︑
大
宰
府
と
在
地
の
富
豪
層
と
の
関

係
に
も
変
化
が
み
え
て
く
る
︒
大
宰
府
は
︑
府
務
に
関
わ
っ
て
彼
ら
に
一
定
の
役

割
︵
海
上
防
衛
や
府
に
直
結
す
る
財
政
基
盤
の
形
成
︶
を
担
わ
せ
る
こ
と
で
︑
富
豪

層
を
統
制
し
て
い
く
︒
そ
の
際
︑
大
宰
府
の
諸
司
が
富
豪
層
結
集
の
核
に
な
る
場

合
が
あ
り
︑
富
豪
層
が
大
宰
府
機
構
に
進
出
す
る
契
機
に
な
っ
た
︒
こ
の
時
期

は
︑
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
に
顕
著
に
な
っ
て
く
る
府
官
層
形
成
の
前
提

が
形
づ
く
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
︑
大
宰
府
と
西
海
道
在
地
社
会
と
の
関
係
と
い
う

観
点
か
ら
は
大
き
な
画
期
と
評
価
で
き
る
︒

在
地
社
会
へ
の
進
出
を
強
め
る
大
宰
府
の
姿
勢
は
︑
国
司
と
の
対
立
を
も
た
ら

し
た
可
能
性
が
あ
る
︒
斉
衡
二
年
︵
八
五
五
︶
二
月
十
七
日
太
政
官
符
に
よ
る

と
︑
大
宰
府
の
招
集
に
応
じ
な
い
国
司
が
問
題
と
な
っ
て
い
る(

)

︒
こ
れ
に
対
し
︑

38

大
宰
府
は
︑
西
海
道
諸
国
に
対
し
︑
国
例
を
認
め
て
関
係
改
善
を
図
る(

)

と
と
も
に

39

西
海
道
諸
国
と
の
間
で
意
図
的
な
人
事
異
動
を
行
っ
て
︑
管
内
国
司
へ
の
統
制
を

強
め
て
い
っ
た(

)

︒
か
か
る
人
事
異
動
が
貞
観
年
間
頃
か
ら
見
ら
れ
て
く
る
こ
と
も

40

西
海
道
と
大
宰
府
の
関
係
性
の
転
換
期
に
あ
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
︒

平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道

四
五
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注(

)
平
野
邦
雄
﹁
大
宰
府
の
徴
税
機
構
﹂︵
竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
会
編
﹃
律
令
国
家
と
貴

1

族
社
会
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
九
年
︶︑
山
里
純
一
﹁
大
宰
府
財
政
を
め
ぐ
る
諸
問

題
﹂︵﹃
国
史
学
﹄
第
一
一
五
号
︑
一
九
八
一
年
︶︑
岡
藤
良
敬
﹁
大
宰
府
財
政
と
管
内
諸

国
﹂︵
坪
井
清
足
・
平
野
邦
雄
監
修
﹃
新
版
古
代
の
日
本

第
三
巻

九
州
・
沖
縄
﹄
角

川
書
店
︑
一
九
九
一
年
︶︒
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
︑
大
宰
府
財
政
の
見
地
か
ら
検
討

が
加
え
ら
れ
︑
大
宰
府
の
財
政
を
支
え
る
六
国
︵
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
豊

前
・
豊
後
︶
と
様
々
な
面
で
大
宰
府
や
六
国
か
ら
援
助
を
う
け
る
二
国
三
島
︵
大
隅
・

薩
摩
・
壱
岐
・
対
馬
・
多
褹
︶
と
で
大
宰
府
の
統
括
の
有
り
様
に
差
異
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
今
泉
隆
雄
﹁
貢
進
物
付
札
の
諸
問
題
﹂︵﹃
古
代
木
簡
の
研

究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
八
年
︑
初
出
一
九
七
八
年
︶︑
馬
場
基
﹁
木
簡
を
作
る
場

面
・
使
う
場
面
・
棄
て
る
場
面
﹂︵﹃
日
本
古
代
木
簡
論
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
八

年
︶︑
酒
井
芳
司
﹁
大
宰
府
史
跡
出
土
木
簡
﹂︵﹃
木
簡
研
究
﹄
第
二
九
号
︑
二
〇
〇
七

年
︶
ら
の
研
究
は
︑
大
宰
府
に
よ
る
西
海
道
諸
国
調
物
の
徴
収
と
集
約
の
具
体
相
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
︑
西
海
道
諸
国
統
括
に
お
け
る
大
宰
府
の
位
置
づ
け
を
端
的
に

示
し
て
い
る
︒

(

)
北
條
秀
樹
﹁
府
支
配
と
西
海
道
︱
府
と
四
度
公
文
︱
﹂︵﹃
日
本
古
代
国
家
の
地
方
支
配
﹄

2

吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
八
〇
年
︶︒

(

)
佐
々
木
恵
介
﹁
大
宰
府
の
管
内
支
配
変
質
に
関
す
る
試
論
︱
主
に
財
政
的
側
面
か
ら
︱
﹂

3

︵﹃
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
八
年
︑
初
出
一
九
八
四
年
︶︒

(

)
前
掲
注
１
の
諸
論
文
お
よ
び
前
掲
注
３
の
佐
々
木
論
文
を
参
照
︒

4(

)
大
宰
府
機
構
の
研
究
に
つ
い
て
は
︑
竹
内
理
三
﹁
大
宰
府
政
所
考
﹂︵﹃
竹
内
理
三
著
作

5

集
第
四
巻

律
令
制
と
貴
族
﹄
角
川
書
店
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
五
六
年
︶
の
ほ

か
︑
大
宰
府
機
構
の
変
容
を
論
じ
た
石
井
進
﹁
大
宰
府
機
構
の
変
質
と
鎮
西
奉
行
の
成

立
﹂︵
石
井
進
著
作
集
刊
行
会
編
﹃
石
井
進
著
作
集
第
一
巻
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
四

年
︑
初
出
一
九
五
六
年
︶
が
あ
る
︒
ま
た
俣
野
好
治
﹁
大
宰
府
財
政
機
構
論
﹂︵﹃
律
令

財
政
と
荷
札
木
簡
﹄
同
成
社
︑
二
〇
一
七
年
︑
初
出
一
九
九
七
年
︶
が
律
令
中
央
財
政

機
構
と
比
較
を
行
い
︑
府
財
政
機
構
の
特
質
を
論
じ
て
い
る
︒

(

)
森
公
章
﹁
大
宰
府
官
衙
の
研
究
﹂︵
大
宰
府
史
跡
発
掘
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

6

﹃
大
宰
府
の
研
究
﹄
高
志
書
院
︑
二
〇
一
八
年
︶︑
松
川
博
一
﹁
大
宰
府
官
司
制
論
﹂︵
大

宰
府
史
跡
発
掘
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
﹃
大
宰
府
の
研
究
﹄
高
志
書
院
︑
二

〇
一
八
年
︶︑
松
川
博
一
﹁
大
宰
府
の
官
衙
と
木
簡
﹂︵﹃
木
簡
研
究
﹄
第
四
二
号
︑
二
〇

二
一
年
︶︒

(

)
前
掲
注
５
の
竹
内
論
文
を
参
照
︒

7(

)
『類
聚
三
代
格
﹄
巻
八
︑
貞
観
十
三
年
︵
八
七
一
︶
八
月
十
日
太
政
官
符
︒

8

(

)
『日
本
三
代
実
録
﹄
貞
観
十
二
年
︵
八
七
〇
︶
二
月
二
十
三
日
条
︒

9(

)
『類
聚
三
代
格
﹄
巻
十
四
︑
大
同
二
年
︵
八
〇
七
︶
正
月
十
三
日
太
政
官
符
︒
同
史
料
に

10

よ
る
と
︑
府
書
生
は
﹁
例
帳
﹂
と
呼
ば
れ
る
帳
簿
で
管
理
さ
れ
︑
総
勢
百
人
を
数
え
た

こ
と
が
分
か
る
︒
府
書
生
に
借
貸
稲
が
支
給
さ
れ
た
の
は
︑
地
元
を
遠
く
離
れ
︑﹁
産

業
﹂
を
顧
み
ず
府
に
宿
直
す
る
こ
と
へ
の
給
付
で
あ
る
と
み
え
る
︒

(

)
釈
文
は
︑
九
州
歴
史
資
料
館
﹃
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
Ⅴ
︱
不
丁
地
区
遺
物
編
２
﹄

11

二
〇
一
四
年
に
拠
っ
た
︒

(

)
前
掲
注

の
大
同
二
年
︵
八
〇
七
︶
正
月
十
三
日
太
政
官
符
に
よ
れ
ば
︑
大
宰
府
に
宿

12

10

直
す
る
使
部
は
二
〇
〇
人
で
あ
り
︑
書
生
と
同
じ
く
﹁
例
帳
﹂
で
把
握
さ
れ
借
貸
稲
を

支
給
さ
れ
た
︒

(

)
西
別
府
元
日
﹁
九
世
紀
の
大
宰
府
と
国
司
﹂︵
坪
井
清
足
・
平
野
邦
雄
監
修
﹃
新
版
古
代

13

の
日
本

第
三
巻
九
州
・
沖
縄
﹄
角
川
書
店
︑
一
九
九
一
年
︶︒

(

)
『延
喜
交
替
式
﹄
に
﹁
凡
被
官
諸
司
︑
解
由
与
不
之
状
︑
惣
官
押
署
︒
陸
奥
国
押
二

署
鎮

14

守
府
一

︒
大
宰
府
押
二

署
管
内
諸
国
一

状
准
レ

此
︒
﹂
と
あ
る
︒

(

)
中
井
王
の
活
動
に
つ
い
て
は
︑
戸
田
芳
実
﹁
平
安
初
期
の
国
衙
と
富
豪
層
﹂︵
﹃
日
本
領

15

主
制
成
立
史
の
研
究
﹄
岩
波
書
店

一
九
六
七
年
︑
初
出
一
九
五
三
年
︶
︑
戸
田
芳
実

﹁
領
主
的
土
地
所
有
の
先
駆
形
態
﹂
︵
﹃
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
﹄
岩
波
書
店

一
九

六
七
年
︶
を
参
照
︒

(

)
拙
稿
﹁
大
宰
府
西
海
道
支
配
と
公
営
田
制
﹂
︵﹃
続
日
本
紀
研
究
﹄
第
三
八
〇
号
︑
二
〇

16

〇
九
年
︶︒

(

)
吉
川
真
司
﹁
九
世
紀
の
調
庸
制
﹂︵
財
団
法
人
古
代
学
協
会
編
﹃
仁
明
朝
史
の
研
究
︱
承

17

和
転
換
期
と
そ
の
周
辺
︱
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
一
一
年
︶

(

)
山
口
英
男
﹁
十
世
紀
の
国
郡
行
政
機
構
︱
在
庁
官
人
制
成
立
の
歴
史
的
前
提
︱
﹂
︵﹃
日

18

本
古
代
の
地
域
社
会
と
行
政
機
構
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
九
年
︑
初
出
一
九
九
一

年
︶︒

(

)
『平
安
遺
文
﹄
一
六
二
号
︒

19(

)
一
連
の
争
論
に
つ
い
て
は
︑
貞
観
九
年
︵
八
六
七
︶
三
月
二
十
六
日
高
子
内
親
王
家
荘

20

牒
案
︵﹃
平
安
遺
文
﹄
一
五
四
︶
︑
貞
観
十
年
︵
八
六
八
︶
二
月
二
十
三
日
筑
前
国
牒

︵﹃
平
安
遺
文
﹄
一
五
七
︶︑
同
年
二
月
二
十
七
日
観
世
音
寺
牒
案
︵﹃
平
安
遺
文
﹄
一
五

八
︶︑
同
年
十
月
十
二
日
博
太
荘
牒
案
︵﹃
平
安
遺
文
﹄
一
六
〇
︶
︑
同
年
閏
十
二
月
二
十

五
日
大
宰
府
符
案
︵﹃
平
安
遺
文
﹄
一
六
一
︶
お
よ
び
︑
佐
藤
泰
弘
﹁
裁
許
状
前
史
﹂

︵
大
山
喬
平
編
﹃
中
世
裁
許
状
の
研
究
﹄
塙
書
房
︑
二
〇
〇
八
年
︶
を
参
照
︒

(

)
穂
波
氏
は
︑
そ
の
後
︑
穂
波
郡
の
検
校
と
し
て
穂
浪
吉
志
が
み
え
る
︵
天
慶
三
年
三
月

21

二
十
三
日
美
作
真
生
等
治
田
売
巻
案
﹃
平
安
遺
文
﹄
二
四
七
号
︶
︒
財
部
氏
は
﹃
続
日
本

紀
﹄
宝
亀
元
年
︵
七
七
〇
︶
七
月
条
に
筑
前
国
嘉
麻
郡
人
財
部
宇
代
が
白
雉
を
獲
て
︑

四
六
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爵
二
級
・
稲
五
百
束
を
得
て
い
る
︒

(

)
森
公
章
﹁
九
世
紀
の
郡
司
と
そ
の
動
向
﹂︵﹃
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑

22

二
〇
〇
〇
年
︶︒

(

)
『日
本
文
徳
天
皇
実
録
﹄
天
安
元
年
︵
八
五
七
︶
六
月
庚
寅
条
に
﹁
庚
寅
︑
大
宰
府
飛
駅

23

言
上
︑
対
馬
嶋
上
県
郡
擬
主
帳
卜
部
川
知
麻
呂
︑
下
県
郡
擬
大
領
直
浦
主
等
︑
率
二

党
類

三
百
許
人
一

︑
囲
二

守
正
七
位
下
立
野
正
岑
館
一

︑
行
レ

火
射
二

殺
正
岑
并
従
者
十
人
防
人

六
人
一

︒﹂
と
み
え
︑﹃
日
本
文
徳
天
皇
実
録
﹄
天
安
二
年
︵
八
五
八
︶
十
二
月
八
日
条
に

は
﹁
太
政
官
論
奏
曰
︑
対
馬
島
下
県
郡
擬
大
領
外
少
初
位
下
直
氏
成
・
上
県
郡
擬
少
領

無
位
直
仁
徳
等
率
二

部
内
百
姓
首
・
従
十
七
人
一

︑
発
レ

兵
射
二

殺
守
正
七
位
下
立
野
連
正

岑
及
従
者
榎
本
成
岑
等
一

︒︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒

(

)
正
木
喜
三
郎
﹁
西
海
の
富
豪
た
ち
﹂︵
鏡
山
猛
・
田
村
圓
澄
編
﹃
古
代
の
日
本
３
九
州
﹄

24

角
川
書
店
︑
一
九
七
〇
年
︶︒
虎
尾
達
哉
氏
は
︑
神
祇
官
の
卜
部
廝
丁
派
遣
と
防
人
派
遣

と
い
う
二
重
負
担
に
事
件
の
原
因
を
求
め
て
い
る
︵
虎
尾
達
哉
﹁
天
安
三
年
三
月
十
三

日
太
政
官
符
の
定
立
﹂︿﹃
日
本
歴
史
﹄
四
一
六
号
︑
一
九
八
三
年
﹀︶︒
ま
た
︑
平
野
博

之
氏
は
︑
配
下
の
民
を
卜
部
と
し
て
派
遣
し
て
き
た
直
氏
に
と
っ
て
︑
対
馬
守
正
岑
が

当
土
即
ち
本
郷
の
廝
丁
を
停
止
す
る
と
申
請
し
た
こ
と
で
︑
自
ら
の
伝
統
的
卜
部
支
配

の
危
機
を
感
じ
た
こ
と
が
事
件
の
要
因
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︵
平
野
博
之
﹁
在
地

勢
力
の
胎
動
と
大
宰
府
支
配
の
変
容
﹂︿
坪
井
清
足
・
平
野
邦
雄
監
修
﹃
新
版
古
代
の
日

本

第
三
巻
九
州
・
沖
縄
﹄
角
川
書
店
︑
一
九
九
一
年
﹀︶︒

(

)
前
掲
注

の
山
口
論
文
を
参
照
︒

25

18

(

)
『平
安
遺
文
﹄
二
四
六
号
︒

26(

)
『類
聚
三
代
格
﹄
巻
十
二
︑
斉
衡
二
年
︵
八
五
五
︶
六
月
二
十
五
日
太
政
官
符
所
引
︒

27(

)
『類
聚
三
代
格
﹄
巻
十
二
︑
斉
衡
三
年
︵
八
五
六
︶
五
月
二
十
七
日
太
政
官
符

28

太
政
官
符

応
レ

勘
二

大
宰
府
所
レ

進
調
庸
用
度
帳
一

事

右
得
二

民
部
省
解
一

偁
︑
主
計
寮
解
偁
︑
検
二

案
内
一

︑
去
承
和
四
年
件
帳
違
レ

例
始

注
二

未
進
一

︒
自
レ

尓
以
降
返
却
不
レ

勘
于
レ

今
十
九
箇
年
︒
而
省
今
年
四
月
十
九
日

符
偁
︑
太
政
官
去
嘉
祥
三
年
八
月
三
日
符
偁
︑
得
二

大
宰
府
解
一

偁
︑
準
レ

例
管
内
諸

国
調
庸
検
二

収
府
庫
一

︑
随
レ

用
出
充
︒
即
修
二

用
度
帳
一

副
二

調
帳
一

進
レ

官
︒
所
司

勘
二

会
両
帳
一

知
レ

無
二

未
進
一

︑
乃
放
二

返
抄
一

︒
因
レ

茲
雖
レ

有
二

未
進
一

︑
猶
注
二

全

数
一

︑
不
レ

顧
二

後
累
一

唯
期
二

事
成
一

︒
未
進
之
責
具
著
二

格
条
一

︒
府
司
雖
レ

苦
二

催

勘
一

︑
弊
民
猶
致
二

欠
逋
一

︒
然
則
依
レ

実
言
上
︑
允
応
二

穏
便
一

︒
望
請
︑
不
レ

獲
レ

止

所
レ

致
之
未
進
︑
即
注
二

用
度
帳
一

済
レ

事
之
国
且
給
二

返
抄
一

︒
謹
請
二

官
裁
一

者
︒

右
大
臣
宣
︑
依
レ

請
者
︒
須
下

勘
二

年
年
帳
一

申
中

送
返
抄
上

︒
而
仁
寿
三
年
以
往
頻

経
二

恩
蕩
一

︒
雖
レ

有
二

勘
出
之
責
一

︑
而
无
二

公
家
之
益
一

︒
望
請
︑
始
レ

自
二

斉
衡
元

年
一

将
レ

労
二

勘
申
一

︒
但
不
レ

会
レ

赦
之
色
︑
総
載
二

後
年
返
抄
一

︒
然
則
勾
勘
省
レ

煩
︑

官
物
無
レ

失
者
︒
今
依
二

解
状
一

︑
謹
請
二

官
裁
一

者
︒
右
大
臣
宣
︑
依
レ

請
︒
但

須
下

其
用
度
帳
雖
レ

注
二

未
進
一

︑
猶
復
勘
会
同
載
中

返
抄
上

︒
若
当
年
未
進
来
年
不

レ

究
納
︑
明
年
用
度
帳
猶
注
二

未
進
一

者
︑
令
レ

移
二

主
税
寮
一

没
二

国
司
公
廨
一

︑
兼

弁
二

備
未
進
一

︑
一
如
二

去
年
五
月
十
日
格
一

︒

斉
衡
三
年
五
月
廿
七
日

民
部
省
解
が
引
く
主
計
寮
解
と
嘉
祥
三
年
︵
八
五
〇
︶
八
月
三
日
太
政
官
符
に
よ
る

と
︑
承
和
四
年
︵
八
三
七
︶︑
大
宰
府
は
﹁
例
﹂
に
違
い
︑
始
め
て
用
度
帳
に
﹁
未
進
﹂

と
注
記
し
中
央
へ
報
告
し
た
︒
ま
た
︑
大
宰
府
か
ら
中
央
へ
は
︑
西
海
道
諸
国
調
庸
に

未
進
が
あ
っ
て
も
﹁
全
数
﹂
納
入
と
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
こ
の
二
点

か
ら
︑
承
和
四
年
︵
八
三
七
︶
以
前
に
お
い
て
︑
西
海
道
諸
国
か
ら
大
宰
府
へ
納
入
さ

れ
た
時
点
に
未
進
が
あ
っ
て
も
︑
大
宰
府
が
必
要
と
す
る
府
用
料
と
京
進
分
の
調
庸
物

さ
え
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
︑
そ
れ
以
外
の
分
は
大
宰
府
で
調
整
し
︑
中
央
政
府
︱
大
宰

府
間
で
調
庸
物
の
未
進
が
問
題
と
な
ら
な
い
サ
イ
ク
ル
が
成
立
し
て
い
た
︒
逆
に
言
え

ば
︑
管
内
諸
国
の
調
庸
未
進
は
恒
常
的
に
起
こ
っ
て
い
た
徒
考
え
ら
れ
る
︒
本
官
符
は
︑

累
積
す
る
調
庸
未
進
を
大
宰
府
が
中
央
に
提
出
す
る
用
度
帳
に
基
づ
い
て
是
正
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
あ
り
︑
九
世
紀
半
ば
の
西
海
道
調
庸
制
は
深
刻
な
事
態
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
︒

(

)
『続
日
本
紀
﹄
宝
亀
三
年
︵
七
七
二
︶
十
二
月
十
三
日
条
︒

29(

)
『平
安
遺
文
﹄
三
七
六
六
号
︒

30(

)
正
木
喜
三
郎
﹁
大
宰
府
官
司
制
の
変
質
に
つ
い
て
﹂
︵﹃
大
宰
府
領
の
研
究
﹄
文
献
出
版
︑

31

一
九
九
一
年
︑
初
出
一
九
八
三
年
︶
︒

(

)
前
掲
注

の
正
木
論
文
参
照
︒

32

31

(

)
前
掲
注

正
木
論
文
参
照
︒
な
お
︑
前
掲
注

の
拙
稿
に
お
い
て
︑
公
営
田
獲
稲
を
用

33

31

16

い
た
調
庸
物
交
易
の
相
手
に
つ
い
て
︑
課
丁
が
想
定
さ
れ
る
と
論
じ
た
︒
し
か
し
な
が

ら
︑
公
営
田
制
で
動
員
さ
れ
る
西
海
道
九
国
の
課
丁
の
少
な
さ
か
ら
す
れ
ば
︑
交
易
相

手
に
富
豪
層
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
こ
こ
に
拙
稿
の
見
解
を
一
部
訂
正
し
た
い
︒

(

)
前
掲
注
１
の
平
野
邦
雄
論
文
を
参
照
︒

34(

)
正
木
喜
三
郎
﹁
府
領
形
成
の
一
考
察
﹂
︵
﹃
大
宰
府
領
の
研
究
﹄
文
献
出
版
︑
一
九
九
一

35

年
︑
初
出
一
九
六
六
年
︶︒

(

)
前
掲
注
５
の
石
井
論
文
を
参
照
︒

36(

)
前
掲
注
３
の
佐
々
木
論
文
を
参
照
︒
長
保
三
年
︵
一
〇
〇
一
︶
か
ら
寛
弘
元
年
︵
一
〇

37

〇
四
︶
ま
で
大
宰
大
弐
を
務
め
た
平
惟
仲
は
︑
佐
伯
良
方
と
豊
国
公
職
を
府
検
非
違
使

に
任
じ
︑
直
属
の
府
使
と
し
た
︒
佐
伯
・
豊
国
と
い
う
姓
が
と
も
に
藤
原
広
嗣
の
乱
で

活
躍
し
た
豊
前
国
人
に
み
え
る
の
で
︑
両
者
は
豊
前
国
出
身
者
で
あ
っ
た
思
わ
れ
る
︒

平
安
前
期
の
大
宰
府
と
西
海
道

四
七

753



大
弐
が
赴
任
す
る
際
に
出
身
地
を
買
わ
れ
て
府
使
に
取
り
立
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
︒

(

)
『類
聚
三
代
格
﹄
巻
七
︑
斉
衡
二
年
︵
八
五
五
︶
二
月
十
七
日
太
政
官
符
︒

38(

)
『日
本
三
代
実
録
﹄
元
慶
五
年
︵
八
八
一
︶
三
月
十
四
日
条
で
は
︑
肥
前
国
解
に
基
づ

39

き
︑
留
住
前
司
を
公
営
田
の
耕
営
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
︒

(

)
前
掲
注

の
西
別
府
論
文
︑
拙
稿
﹁
大
宰
府
西
海
道
支
配
と
対
外
関
係
﹂
︵﹃
日
本
史
研

40

13

究
﹄
六
三
一
号
︑
二
〇
一
五
年
︶
︒

︵
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
主
事
)

四
八
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